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研究の概要  省エネとCO2排出削減のため電力と熱の需要が同時に発生する住宅系建物において家庭用
コジェネなど種々のシステムの開発が行われているが、高い総合効率のシステムを構築するためには、電力、ガス、
熱、水等のデマンドを高精度に把握し、ベストな要素機器構成、運用プロトコルを構築することが重要となる．こ
うした状況に対し本研究では、各個人の生活スケジュールの確率特性を考慮した住戸の熱電デマンドの予測モ
デルTUD-PS (Total Utility Demand Prediction System) の開発を行うものである． 

 

 

 

最近の研究成果 
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 TUD-PS (Fig.1) は，NHK生活時間基本調査に
基づき居住者属性8クラス，曜日属性3クラスに応じ
てランダム生成した15分間隔10000日間の生活スケ
ジュールを，想定する家族構成に応じて日ごとに乱数
に基づきランダムに読み込むことで，日々変動する居
住者生活スケジュールを構築している．このデータと生
活行為のユーティリティ消費原単位を用い、一般電
力, 給湯, 水のユーティリティデマンドの15分時系列
データが生成される．さらに、建物の非定常エネル
ギー収支式と空調on/offの状態遷移確率を逐次連
成させる事により、時系列空調熱負荷が算出される．
これにより、従来まで考慮される事が無かった居住者
の生活の多様性がピークデマンドに与える影響を評
価可能となる(Fig.2). 

 また、この計算体系を複数住戸に拡張する事により、
集合住宅や街区単位での電気・熱・ガス等のユー
ティリティデマンドの時系列変動を、居住者の生活行
為や気象条件による確率性を考慮して予測評価す
る事が可能となる(Fig.3). 

  
Fig.1 TUD-PS (Total Utility Demand Prediction System) 
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Fig.3 TUD-PS によるピークデマンドの住戸数依存性の計算
結果 

Fig.2空調設定温度が空調負荷および空調運転時
間に及ぼす影響 (集合住宅中間階標準断熱,4人家

族) 


